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●
は
じ
め
に
│
流
域
管
理
の
歴
史
的
経

緯琵
琶
湖
淀
川
水
系
の
流
域
管
理
の
歴
史
は
、
奈

良
時
代
の
僧
、
行
基
が
、
瀬
田
川
を
開
削
し
て
洪

水
に
よ
る
湖
辺
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
必
要
性
を
説

い
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
琵

琶
湖
の
唯
一
の
流
出
河
川
・
瀬
田
川
に
大
戸
川
が

合
流
す
る
付
近
の
地
形
が
通
水
能
力
を
著
し
く
低

下
さ
せ
、
降
雨
時
に
高
ま
る
琵
琶
湖
の
水
位
が
結

果
的
に
琵
琶
湖
沿
岸
に
洪
水
被
害
を
も
た
ら
し
た

こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
は
、
江
戸
時
代
の
川
浚
、

と
く
に
河
村
瑞
賢
が
行
っ
た
瀬
田
川
の
大
改
修
事

業
が
有
名
で
あ
る
が
、
年
毎
に
湖
辺
住
民
か
ら
出

さ
れ
る
川
浚
に
関
す
る
訴
状
は
、
下
流
の
京
都
、

大
阪
の
住
民
が
被
災
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
例
外
を
除
き
な
か
な
か
幕
府
に
許
可

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
洪
水
は
頻
発
し
て
い

た
。
明
治
二
九
年
九
月
に
は
一
○
日
間
に
年
間
降

水
量
の
半
分
を
超
え
る
一
○
○
○
ミ
リ
の
降
雨
が

あ
り
、
琵
琶
湖
の
水
位
は
プ
ラ
ス
三
・
七
六
メ
ー

ト
ル
に
ま
で
上
昇
し
た
。
こ
れ
が
琵
琶
湖
水
位
の

最
大
記
録
で
あ
る
。
こ
の
大
洪
水
を
契
機
に
瀬
田

川
の
浚
渫
と
南
郷
洗
堰
の
建
設
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
琵
琶
湖
の
洪
水
水
位
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

戦
後
に
入
り
、
一
九
六
○
年
代
に
流
域
管
理
の

主
役
は
水
管
理
、
と
く
に
水
資
源
開
発
に
移
っ
て

い
く
。
こ
の
頃
、
琵
琶
湖
の
下
流
淀
川
か
ら
取
水

し
て
い
る
大
阪
府
や
兵
庫
県
は
、
人
口
増
加
と
産

業
の
発
展
に
伴
う
水
需
要
の
増
大
で
、
水
源
を
地

下
水
か
ら
河
川
水
に
切
り
替
え
、
新
規
利
水
開
発

を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
で
は
洪
水
、
渇

水
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
、
湖
岸
堤
の
建
設
、
南

湖
・
瀬
田
川
の
浚
渫
、
瀬
田
川
洗
堰
の
適
切
な
操

作
を
望
ん
で
い
た
。
一
九
六
八
年
に
は
当
時
の
建

設
省
が
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
に
つ
い
て
滋
賀
県

と
具
体
的
な
協
議
に
入
り
、
一
九
七
二
年
三
月
に

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
こ
の
計
画
の
基
本
は
下
流
自
治
体
の
た
め
の

新
規
利
水
開
発
と
滋
賀
県
の
地
域
開
発
と
い
う
地

域
開
発
・
地
域
振
興
で
あ
る
が
、
時
代
思
想
を
反

映
し
て
「
保
全
」
を
一
つ
の
事
業
目
的
と
し
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
構

想
の
発
端
と
な
っ
た
淀
川
下
流
、
阪
神
地
域
へ
の

琵
琶
湖
水
の
新
規
利
水
・
送
水
事
業
は
、
わ
が
国

の
高
度
成
長
期
に
お
け
る
水
資
源
開
発
計
画
お
よ

び
関
連
す
る
河
川
整
備
計
画
と
密
接
な
関
係
を
も

ち
、
そ
の
後
の
紆
余
曲
折
を
経
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

●
利
水
を
め
ぐ
る
上
下
流
関
係

淀
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
は
、
一
九
六

一
年
に
制
定
さ
れ
た
水
資
源
開
発
促
進
法
に
基
づ

い
て
一
九
六
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
淀
川
水
系
に

お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
に
遡
る
。
こ
の

計
画
は
、
一
九
七
二
年
に
は
、
一
連
の
ダ
ム
（
室

生
ダ
ム
、
一
庫
ダ
ム
、
日
吉
ダ
ム
、
比
奈
知
ダ

ム
）
と
共
に
、
瀬
田
川
洗
堰
の
改
修
事
業
が
組
み

込
ま
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
に
は
、
琵
琶
湖

開
発
の
改
定
と
新
規
の
ダ
ム
建
設
（
川
上
ダ
ム
、

大
戸
川
ダ
ム
、
高
時
川
ダ
ム
）
が
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
一
九
九
四
年
と
二

○
○
一
年
に
計
画
の
一
部
変
更
が
あ
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
琵
琶
湖
淀
川
水
系
の
ダ
ム
事
業

は
わ
が
国
の
河
川
行
政
の
流
れ
を
典
型
的
に
反
映

し
、
一
九
六
○
年
代
以
降
に
急
速
に
促
進
さ
れ
た
。

し
か
し
、
流
域
の
水
需
要
構
造
は
既
に
そ
の
頃
か

ら
大
き
な
変
化
の
兆
し
が
現
れ
、
そ
の
後
の
河
川

行
政
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
淀
川
を
水
源
と
し
て
発
展
し
て
き
た

琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
に
お
け
る
流
域
管
理
の
経
験
と
課
題
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大
阪
都
市
圏
は
、
戦
前
の
機
械
工
業
を
中
心
と
し

た
加
工
型
工
業
の
振
興
、
戦
後
の
復
興
事
業
と
し

て
一
九
六
○
年
代
前
半
ま
で
続
く
鉄
鋼
・
石
油
な

ど
の
素
材
型
重
化
学
工
業
の
振
興
と
そ
れ
に
伴
う

大
都
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
、
一
九
六
○
年
代

以
降
の
万
博
・
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
泉
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
事
業
な
ど
の
都
市
再
開
発
事
業
の
推
進

と
展
開
し
、
水
需
要
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
加
し
つ

つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
部
に
お
け
る
人
口

の
減
少
、
水
を
大
量
に
使
う
造
船
、
製
鉄
、
機
械

工
業
な
ど
の
事
業
所
で
は
節
水
・
循
環
利
用
が
促

進
さ
れ
、
水
需
要
は
予
測
と
は
逆
に
減
少
し
始
め
、

現
在
は
そ
の
傾
向
が
定
着
し
た
。

一
方
、
大
阪
府
下
の
市
町
村
で
は
、
人
口
の
増

加
、
事
業
所
の
移
入
な
ど
に
よ
っ
て
水
需
要
は
増

加
傾
向
を
示
す
が
、
淀
川
下
流
域
全
体
と
し
て
は
、

琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
時
の
予
測
を
は
る
か
に
下

回
る
水
需
要
構
造
が
出
来
上
が
っ
た
。
ま
た
、
琵

琶
湖
周
辺
地
域
は
下
流
域
か
ら
の
人
口
流
入
と
京

阪
神
か
ら
の
移
転
企
業
の
立
地
が
進
み
、
湖
水
を

原
水
と
す
る
用
水
事
業
が
大
き
く
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

●
治
水
を
め
ぐ
る
上
下
流
関
係

淀
川
に
お
け
る
治
水
事
業
は
、
明
治
二
九
年
の

琵
琶
湖
大
洪
水
を
機
に
取
り
組
ん
だ
「
淀
川
改
良

工
事
」
に
始
ま
る
。
こ
の
工
事
は
瀬
田
川
に
お
け

る
洗
堰
の
設
置
（
南
郷
洗
堰
、
一
九
六
一
年
に
完

成
し
た
瀬
田
川
洗
堰
の
前
身
で
一
九
○
二
年
に
着

工
、
一
九
○
五
年
に
竣
工
）、
宇
治
川
の
巨
椋
池

か
ら
の
分
離
、
お
よ
び
新
淀
川
の
開
削
を
一
連
の

事
業
と
し
、
そ
の
後
は
洪
水
に
よ
る
水
害
が
発
生

す
る
た
び
に
整
備
水
準
を
引
き
上
げ
て
き
た
。
現

在
の
計
画
は
、
一
九
七
一
年
に
改
定
さ
れ
た
「
工

事
実
施
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
下
流
で

は
二
○
○
年
に
一
度
の
降
雨
で
も
被
害
を
回
避
で

き
る
こ
と
を
前
提
に
河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
前
述
の
「
琵
琶
湖
総
合
開
発
計

画
」
に
伴
う
瀬
田
川
洗
堰
の
改
修
、
湖
岸
堤
の
築

造
、
瀬
田
川
浚
渫
、
内
水
排
除
施
設
の
整
備
、
淀

川
大
堰
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
、
高
山
ダ
ム
な
ど
の
建
設

は
こ
の
「
工
事
」
の
一
環
で
あ
る
。

琵
琶
湖
・
淀
川
の
上
下
流
関
係
は
、
瀬
田
川
洗

堰
の
操
作
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
。
下
流
へ
の

洪
水
を
避
け
よ
う
と
し
て
堰
を
絞
れ
ば
琵
琶
湖
岸

の
浸
水
が
起
こ
り
、
浸
水
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と

す
れ
ば
堰
を
広
め
に
開
口
す
る
必
要
が
あ
る
が
下

流
の
洪
水
リ
ス
ク
は
増
加
す
る
。
琵
琶
湖
総
合
開

発
計
画
で
は
、
上
流
の
琵
琶
湖
岸
一
円
に
湖
岸
堤

を
建
設
し
、
水
位
が
上
昇
す
る
春
先
や
台
風
時
期

に
向
け
て
堰
を
絞
り
気
味
に
操
作
し
て
も
浸
水
被

害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
下
流
に
お

け
る
治
水
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体

的
に
は
、
夏
の
渇
水
や
灌
漑
期
に
備
え
て
冬
季
は

基
準
水
位
の
プ
ラ
ス
三
○
セ
ン
チ
と
し
、
台
風
な

ど
大
雨
の
多
い
洪
水
期
に
は
基
準
水
位
の
マ
イ
ナ

ス
二
○
〜
三
○
セ
ン
チ
に
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
春
先
か
ら
下
げ
ら
れ
る
水
位
が
コ
イ
科

魚
類
の
産
卵
を
阻
害
す
る
な
ど
の
環
境
問
題
が
起

こ
っ
た
。
治
水
・
利
水
の
み
が
法
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
旧
（
昭
和
）
河
川
法
の
時
代
に
は
こ
う
い

っ
た
問
題
へ
の
対
処
の
方
法
が
無
か
っ
た
。
し
か

し
、
後
に
述
べ
る
様
に
、
新
（
平
成
）
河
川
法
で

新
た
に
目
的
の
一
つ
と
な
っ
た
「
環
境
」
を
ど
う

考
え
る
か
で
、
堰
の
操
作
や
ダ
ム
建
設
の
考
え
方

は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
河
川
法
の
改
正
と
環
境
の
目
的
化

わ
が
国
の
河
川
法
は
治
水
を
中
心
課
題
と
し
て

明
治
二
九
年
に
初
め
て
制
定
さ
れ
た
が
、
一
九
六

五
年
に
、
時
の
高
度
成
長
を
支
え
る
た
め
の
発
電
、

工
業
用
水
開
発
な
ど
の
利
水
を
目
的
と
し
た
旧

（
昭
和
）
河
川
法
へ
と
改
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

は
、
河
川
整
備
計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
、
治
水

の
水
位
・
水
量
基
準
を
設
定
し
河
川
工
事
を
整
合

性
あ
る
も
の
に
し
て
水
系
を
一
貫
的
に
管
理
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
計
画
は
、
当
時
の
建

設
省
が
「
工
事
実
施
基
本
計
画
」
を
提
示
し
、
そ

れ
に
河
川
審
議
会
の
意
見
を
反
映
す
る
形
で
策
定

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
計
画
」
を
策
定
し

て
も
膨
大
な
予
算
を
要
す
る
た
め
、
こ
の
制
度
自

体
が
形
骸
化
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
一
九
九
二
年

の
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
以
後
、
わ
が
国
で
も
環
境

に
配
慮
し
た
河
川
整
備
へ
の
国
民
の
要
求
が
高
ま

り
、
一
九
九
七
年
に
は
現
在
の
河
川
法
が
制
定
さ

れ
た
。

新
（
平
成
）
河
川
法
で
は
、
従
来
の
治
水
・
利

水
に
加
え
、「
河
川
環
境
（
水
質
、
景
観
、
生
態

系
等
）
の
整
備
と
保
全
」
を
整
備
の
目
的
に
加
え

る
と
同
時
に
、
異
常
渇
水
時
の
水
利
使
用
の
円
滑

化
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ

た
。
計
画
プ
ロ
セ
ス
は
、
第
一
段
階
で
、
国
土
交

通
省
が
「
河
川
整
備
基
本
方
針
」
を
提
示
し
、
そ
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の
内
容
に
つ
い
て
審
議

会
（
一
級
河
川
は
社
会

資
本
整
備
審
議
会
、
二

級
河
川
は
都
道
府
県
河

川
審
議
会
）
が
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
反
映
し
、
第

二
段
階
で
、
出
来
上
が

っ
た
方
針
に
基
づ
い
て

国
土
交
通
省
が
策
定
す

る
「
河
川
整
備
計
画
原

案
」
に
学
識
経
験
者
と

住
民
が
意
見
を
述
べ
て

「
計
画
案
」
と
し
、
そ

れ
に
地
方
公
共
団
体
の

長
が
意
見
を
述
べ
る
こ

と
で
確
定
す
る
。

●
淀
川
水
系
流
域

委
員
会
の
設

立
と
方
式

新
（
平
成
）
河
川
法

の
下
で
河
川
整
備
計
画

を
立
案
中
の
流
域
は
全

国
三
一
河
川
で
あ
り
、

淀
川
水
系
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
計
画
策
定
の

基
本
的
な
流
れ
は
上
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ

る
淀
川
水
系
流
域
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
そ
の

設
立
の
経
緯
、
委
員
会
の
構
成
、
審
議
の
過
程
と

方
法
、
情
報
公
開
な
ど
に
つ
い
て
他
の
流
域
に
は

見
ら
れ
な
い
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
審

議
の
結
果
の
反
映
に
つ
い
て
も
全
国
的
に
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
は
、
二
○
○
一
年
二
月
の
淀
川
水
系
流

域
委
員
会
の
設
立
に
先
立
ち
、
委
員
会
の
構
成
、

委
員
の
選
出
な
ど
を
行
う
有
識
者
か
ら
な
る
準
備

会
議
を
設
置
し
た
。
準
備
委
員
会
は
、
今
後
の
公

共
事
業
の
計
画
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
従
来
に
無
い
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
、

委
員
は
一
般
か
ら
の
公
募
も
含
め
て
公
開
審
議
で

決
定
し
た
。
委
員
会
は
、
委
員
会
本
体
と
三
つ
の

部
会
（
琵
琶
湖
部
会
・
淀
川
部
会
・
猪
名
川
部
会
、

二
○
○
五
年
か
ら
は
木
津
川
上
流
部
会
が
追
加
さ

れ
四
部
会
と
な
っ
た
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

（
図
１
参
照
）。
ま
た
、
治
水
、
利
水
、
環
境
・

利
用
部
会
な
ど
の
テ
ー
マ
部
会
、
水
位
、
水
需
要
、

ダ
ム
な
ど
を
扱
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
も

設
置
さ
れ
た
。
委
員
会
は
、
委
員
に
よ
る
自
主
的

な
運
営
（
検
討
内
容
、
進
め
方
等
は
委
員
が
自
主

的
に
決
定
し
、
第
三
者
的
立
場
で
民
間
企
業
が
庶

務
と
し
て
そ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
）、
審
議

の
プ
ロ
セ
ス
・
内
容
の
情
報
公
開
（
会
議
及
び
会

議
資
料
、
議
事
録
等
は
、
原
則
す
べ
て
公
開
す

る
）、
幅
広
い
意
見
の
聴
取
（
委
員
は
、
治
水
、

利
水
、
環
境
、
人
文
そ
の
他
の
幅
広
い
分
野
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
特
性
に
詳
し
い
委
員
も

多
数
含
め
た
。
会
議
で
は
一
般
傍
聴
者
か
ら
の
意

見
聴
取
も
実
施
す
る
）
な
ど
の
特
徴
を
維
持
し
、

延
べ
四
○
○
回
を
超
え
る
会
合
を
も
っ
て
さ
ま
ざ

図１　淀川水系と流域委員会設置当初の部会対象域

（出所）近畿地方整備局資料より。
（付記）2005 年から木津川上流部部会が設置されたため、淀川部会対象域はそれを除く範囲となった。
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ま
な
審
議
を
進
め
て
き
た
が
、
ダ
ム
問
題
、
と
く

に
そ
の
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
考
え
方
が
審
議
の

一
つ
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
。

●
流
域
管
理
か
ら
見
た
淀
川
水
系
河
川

整
備

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
発
足
時
に
は
、
利
水
、

治
水
に
つ
い
て
従
前
の
方
針
が
存
在
し
た
。
利
水

に
つ
い
て
言
え
ば
、
委
員
会
設
立
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
二
○
○
一
年
九
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
淀
川
水

系
の
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
で
は
平
成
一
二

年
度
の
需
要
の
見
通
し
を
水
道
用
水
毎
秒
四
二
立

方
メ
ー
ト
ル
、
工
業
用
水
毎
秒
一
○
立
方
メ
ー
ト

ル
、
農
業
用
水
毎
秒
九
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
供
給
の
目
標
は
各
種
事
業
を
合
わ
せ

て
毎
秒
六
○
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
、
琵
琶
湖
と
淀
川
の
上

下
流
関
係
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
琵
琶
湖
開
発
事
業

（
毎
秒
四
○
立
方
メ
ー
ト
ル
の
新
規
開
発
、
一
九

九
七
年
に
す
で
に
完
成
）、
大
戸
川
ダ
ム
（
下
流

府
県
の
利
水
容
量
四
八
九
○
立
方
メ
ー
ト
ル
を
含

む
多
目
的
ダ
ム
）、
丹
生
ダ
ム
（
高
時
ダ
ム
の
名

称
変
更
。
多
目
的
ダ
ム
で
、
洪
水
期
当
初
計
画
は
、

洪
水
調
節
容
量
三
三
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
異

常
渇
水
時
の
緊
急
水
の
補
給
を
含
む
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
容
量
四
九
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、

下
流
府
県
の
利
水
容
量
六
一
○
○
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
総
有
効
貯
水
量
一
四
万
三
○
○
○
立
方
メ
ー

ト
ル
）
が
淀
川
下
流
域
へ
の
用
水
補
給
や
洪
水
調

節
に
直
接
的
に
寄
与
す
る
施
設
と
い
う
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
治
水
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
一
九
七
一

年
に
改
定
さ
れ
た
「
工
事
実
施
基
本
計
画
」
に
基

づ
い
た
河
道
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
ど
の
よ
う
に
新

（
平
成
）
河
川
法
の
趣
旨
に
合
っ
た
計
画
に
改
定

で
き
る
か
が
一
つ
の
鍵
で
、
ま
た
、
同
法
が
求
め

る
総
合
的
な
治
水
対
策
、
と
く
に
流
域
対
応
と
い

わ
れ
る
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
計
画

に
織
り
込
む
の
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
既
存
ダ
ム
の
運
転
と
共
に
、
瀬
田
川
洗
堰
の

操
作
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
の
再
開
発
、
新
規
に
計
画
さ

れ
た
ダ
ム
（
丹
生
ダ
ム
、
大
戸
ダ
ム
、
余
野
川
ダ

ム
、
川
上
ダ
ム
）
を
連
動
さ
せ
、
総
じ
て
水
系
の

治
水
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
図
式
も
検
討
の
主
要
課

題
で
あ
っ
た
。

環
境
に
つ
い
て
は
、
河
川
整
備
の
目
的
の
一
つ

と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
河
川
管
理
者
の
主
だ
っ

た
関
心
を
端
的
に
言
え
ば
、
事
業
が
与
え
る
環
境

へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
対
策
と
河
川
形
状
や
流
水

環
境
を
な
る
べ
く
自
然
の
状
態
に
回
復
す
る
対
策

を
、
そ
れ
ぞ
れ
工
学
的
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
方
、
こ
れ
以
上
自
然
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
与
え
な
い
計
画
の
あ
り
方
や
、
回
復
不
可

能
な
環
境
へ
の
長
期
的
影
響
の
可
能
性
に
ど
の
よ

う
に
対
処
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
法
律
の

条
文
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
考

え
方
を
計
画
に
反
映
す
る
拠
り
所
も
明
確
で
な
か

っ
た
た
め
、
基
本
方
針
や
計
画
案
へ
の
反
映
は
課

題
と
し
て
残
し
た
ま
ま
検
討
が
始
ま
っ
た
が
、
琵

琶
湖
に
注
ぐ
姉
川
支
流
の
高
時
川
に
計
画
さ
れ
た

丹
生
ダ
ム
に
つ
い
て
こ
の
点
が
一
つ
の
争
点
に
な

っ
た
。

●
流
域
委
員
会
の
審
議
過
程

こ
う
い
っ
た
背
景
を
踏
ま
え
て
始
ま
っ
た
淀
川

水
系
方
式
に
よ
る
委
員
会
審
議
は
四
年
半
に
わ
た

っ
て
続
い
て
い
る
。こ
の
間
、
委
員
会
の
「
提
言
」

の
発
表
に
対
し
、
河
川
管
理
者
は
二
○
○
三
年
九

月
に
「
河
川
整
備
計
画
基
礎
原
案
」
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
二
○
○
四
年
五
月
に
は
、
建
設
事
業
中
の

ダ
ム
を
除
く
計
画
事
案
に
対
し
、「
河
川
整
備
計

画
基
礎
案
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
間
、
淀
川
下
流

域
の
利
水
権
者
（
大
阪
府
、
阪
神
水
道
企
業
団
、

京
都
府
な
ど
）
は
「
水
資
源
基
本
計
画
」
に
示
さ

れ
て
い
た
都
市
用
水
の
水
需
要
予
測
を
大
幅
に
下

方
修
正
し
、
関
連
す
る
ダ
ム
の
利
水
権
の
確
保
か

ら
も
次
々
と
撤
退
を
表
明
し
た
。
ち
な
み
に
前
述

の
丹
生
ダ
ム
の
場
合
、
当
初
計
画
に
あ
っ
た
六
一

○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
利
水
容
量
分
は
必
要
な

く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
治
水
分
三
三
○

○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維

持
に
必
要
と
さ
れ
る
四
九
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル

の
み
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
河
川
管
理
者
が
「
基
礎

原
案
」
の
中
で
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
と
新
規
四
ダ

ム
に
つ
い
て
提
示
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
効
果

が
あ
る
」、「
有
効
で
あ
る
」
と
す
る
必
要
性
の
主

張
と
、
検
討
の
継
続
で
あ
っ
た
。
丹
生
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
撤
退
し
て
宙
に
浮
い
た
利
水
分
を
「
琵

琶
湖
に
お
け
る
急
速
な
水
位
低
下
と
低
い
水
位
の

長
期
化
が
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
の
軽
減
策
を
緊

急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
急
激
な
水
位
低
下

の
抑
制
策
と
し
て
は
、
丹
生
ダ
ム
な
ど
の
貯
留
施
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設
が
有
効
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
利

水
の
環
境
振
り
替
え
）
で
、
融
雪
水
の
貯
留
を
貯

め
る
当
初
計
画
の
総
容
量
を
そ
の
ま
ま
に
、
そ
の

具
体
的
検
討
を
続
け
た
。
一
方
、
流
域
委
員
会
は

二
○
○
五
年
一
月
に
、
利
水
権
者
が
撤
退
し
、
か

つ
治
水
の
効
果
が
限
定
的
な
ダ
ム
に
つ
い
て
は
建

設
の
必
要
性
に
疑
問
を
な
げ
か
け
る
「
事
業
中
の

ダ
ム
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
中

で
丹
生
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
治
水
に
関
し
て
は
ダ

ム
に
頼
ら
な
い
代
替
案
の
検
討
が
不
十
分
、
上
記

の
環
境
振
り
替
え
に
対
し
て
は
逆
に
大
量
の
融
雪

水
を
溜
め
込
ん
で
し
ま
う
ダ
ム
が
琵
琶
湖
の
水
質

や
生
態
系
に
与
え
る
長
期
的
か
つ
重
大
な
影
響
へ

の
懸
念
が
払
拭
さ
れ
な
い
と
、「
予
防
原
則
」（
環

境
へ
の
影
響
の
程
度
を
予
測
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
も
、
実
際
に
起
こ
る
影
響
が
非
可
逆
的
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
予
防
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
必
要
と
す
る
原
則
）
の
適
用
を
主
張
し
て
計
画

に
賛
成
で
き
な
い
と
し
た
。

河
川
管
理
者
は
、
そ
れ
を
受
け
、
同
年
七
月
に

は
「
基
礎
案
」
の
考
え
方
を
大
幅
に
修
正
し
、
二

ダ
ム
（
大
戸
川
ダ
ム
、
余
野
川
ダ
ム
）
に
つ
い
て

は
当
面
建
設
せ
ず
と
し
、
残
り
の
三
ダ
ム
は
当
初

計
画
を
一
部
修
正
し
て
建
設
す
る
と
い
う
「
淀
川

水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
を
打
ち
出
し
た
。

と
く
に
丹
生
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
治
水
容

量
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、
利
水
容
量
は
不
要
と

認
め
、
ま
た
異
常
渇
水
時
の
緊
急
水
の
補
給
容
量

の
代
わ
り
に
二
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
新
た

な
治
水
容
量
を
加
え
、
合
計
五
三
○
○
万
立
方
メ

ー
ト
ル
を
新
た
な
必
要
貯
水
容
量
と
し
て
い
る

（
緊
急
水
の
補
給
は
瀬
田
川
洗
堰
の
操
作
に
よ
っ

て
実
現
し
、
融
雪
水
の
貯
留
は
行
わ
な
い
と
し
た
。

堰
の
操
作
で
高
ま
る
琵
琶
湖
湖
岸
域
の
洪
水
リ
ス

ク
に
対
し
て
二
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
治
水

容
量
を
加
え
た
）。
流
域
委
員
会
は
同
年
八
月
に
、

こ
の
「
方
針
」
に
対
し
「
自
然
環
境
面
で
懸
念
さ

れ
る
負
の
影
響
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
、

治
水
面
で
は
ダ
ム
以
外
の
代
替
案
が
あ
り
う
る
、

利
水
面
で
は
水
需
要
管
理
に
よ
り
水
需
要
を
抑
制

で
き
る
」
と
の
基
本
的
考
え
を
反
映
す
る
形
で
個

別
ダ
ム
に
対
す
る
「
見
解
」
を
発
表
し
た
。
現
在
、

河
川
管
理
者
は
「
方
針
」
を
裏
付
け
る
調
査
検
討

の
結
果
を
順
次
委
員
会
に
提
示
し
、
委
員
会
は
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
五
ダ
ム
を
含

む
河
川
整
備
計
画
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を

検
討
中
で
あ
る
。
本
年
末
に
は
「
見
解
」
か
ら
一

歩
踏
み
出
し
た
「
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

淀
川
水
系
に
お
け
る
流
域
管
理
の
歴
史
は
長
く
、

ま
た
利
水
・
治
水
・
環
境
を
め
ぐ
る
課
題
も
非
常

に
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
流
域
管
理
の

経
験
も
多
岐
に
わ
た
り
、
現
在
も
そ
の
試
行
錯
誤

が
続
い
て
い
る
。
河
川
整
備
計
画
は
そ
れ
ら
全
て

を
大
き
く
左
右
す
る
最
も
重
要
な
計
画
の
一
つ
で
、

特
に
琵
琶
湖
と
淀
川
下
流
域
と
の
関
係
で
は
瀬
田

川
洗
堰
の
様
に
そ
の
操
作
が
計
画
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
丹
生

ダ
ム
計
画
は
、
当
初
計
画
に
は
な
か
っ
た
環
境
へ

の
影
響
を
ど
う
判
断
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
、

別
の
意
味
で
流
域
の
あ
り
方
を
左
右
し
、
ま
た
流

域
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
る
性
格
を
も
つ
。

新
（
平
成
）
河
川
法
は
治
水
、
利
水
と
併
せ
た

環
境
の
目
的
化
お
よ
び
流
域
委
員
会
の
設
置
と
地

域
の
合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性
を
謳
っ
て
い

る
。
上
記
の
記
述
を
、
治
水
・
利
水
・
環
境
を
統

合
し
た
「
流
域
管
理
」
を
志
向
し
、
整
備
事
業
の

検
討
も
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠

な
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
認
識
す
る
か
、
単

に
個
別
の
整
備
事
業
の
是
非
の
判
断
に
資
す
る
専

門
的
意
見
の
反
映
プ
ロ
セ
ス
だ
と
限
定
的
に
捉
ら

え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
琵
琶
湖
淀
川
水
系
に
お
い
て
、
流
域

の
一
体
的
管
理
の
必
要
性
は
明
白
で
、
関
係
機
関

や
流
域
住
民
が
個
々
の
利
害
を
超
え
る
議
論
と
試

行
錯
誤
を
続
け
て
い
く
上
で
流
域
委
員
会
が
果
た

す
役
割
と
、
そ
の
今
後
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
な 

か
む
ら　

ま
さ
ひ
さ
／
滋
賀
大
学
環
境
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

﹇
付
記
﹈
参
考
資
料
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
省
略

す
る
が
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
淀
川
水
系
流
域

委
員
会
の
活
動
内
容
、
委
員
お
よ
び
河
川
管
理

者
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
は
全
て
同
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.yodoriver.org/

）
経
由
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

　
　

本
稿
の
記
述
に
含
ま
れ
る
事
実
関
係
の
解
釈

や
見
解
は
著
者
本
人
の
も
の
で
委
員
会
を
含
む

い
か
な
る
組
織
や
活
動
の
そ
れ
を
代
弁
す
る
も

の
で
は
な
い
。

アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）─3031─アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）


